
２

前
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
の
判
定
は
、
下
水
道
法
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
令
第
三
十
七
号
）
第
四
条
の
三
第
二
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法

に
よ
り
検
定
し
た
場
合
に
お
け
る
検
出
値
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。

（
耐
震
性
能
を
確
保
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
）

第
三
条
　
条
例
第
三
条
第
五
号
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
条
及
び
第
五
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

第
四
条
　
重
要
な
排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
の
耐
震
性
能
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

レ
ベ
ル
一
地
震
動
に
対
し
て
、
所
要
の
構
造
の
安
定
を
確
保
し
、
か
つ
、
当
該
排
水
施
設
及
び

処
理
施
設
の
健
全
な
流
下
能
力
及
び
処
理
機
能
を
損
な
わ
な
い
こ
と
。

二

レ
ベ
ル
二
地
震
動
に
対
し
て
、
生
じ
る
被
害
が
軽
微
で
あ
り
、
か
つ
、
地
震
後
の
速
や
か
な
流

下
能
力
及
び
処
理
機
能
の
回
復
が
可
能
な
も
の
と
し
、
当
該
排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
の
所
期
の

流
下
能
力
及
び
処
理
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
。

２
　
そ
の
他
の
排
水
施
設
の
耐
震
性
能
は
、
前
項
第
一
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
「
重
要
な
排
水
施
設
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
排
水
施
設
を
い
う
。

一

地
域
の
防
災
対
策
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
施
設
の
下
水
を
排
除
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
排
水

施
設
そ
の
他
の
都
市
機
能
の
維
持
を
図
る
上
で
重
要
な
排
水
施
設

二

破
損
し
た
場
合
に
二
次
災
害
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
又
は
復
旧
が
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
見
込
ま
れ
る
排
水
施
設

４

第
一
項
第
一
号
の
「
レ
ベ
ル
一
地
震
動
」
と
は
、
施
設
の
供
用
期
間
内
に
発
生
す
る
確
率
が
高
い

地
震
動
を
い
う
。

５

第
一
項
第
二
号
の
「
レ
ベ
ル
二
地
震
動
」
と
は
、
施
設
の
供
用
期
間
内
に
発
生
す
る
確
率
が
低
い

が
、
大
き
な
強
度
を
有
す
る
地
震
動
を
い
う
。

６

第
二
項
の
「
そ
の
他
の
排
水
施
設
」
と
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
排
水
施
設
以
外
の
排
水
施
設
を

い
う
。

第
五
条
　
前
条
に
規
定
す
る
耐
震
性
能
を
確
保
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と

す
る
。

一

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
周
辺
の
地
盤
（
埋
戻
し
土
を
含
む
。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て

同
じ
。）
に
液
状
化
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
排
水
施
設
又
は
処
理
施

設
の
周
辺
の
地
盤
の
改
良
、
埋
戻
し
土
の
締
固
め
又
は
固
化
、
砕
石
に
よ
る
埋
戻
し
、
杭く
い

基
礎
の

強
化
そ
の
他
の
有
効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の
た
め
の
措
置

二

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
周
辺
の
地
盤
に
側
方
流
動
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
護
岸
の
強
化
、
地
下
連
続
壁
の
設
置
そ
の
他
の
有
効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の
た
め
の

措
置

三

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
伸
縮
そ
の
他
の
変
形
に
よ
り
当
該
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
に
損
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梨
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
三
十
九
号

山
梨
県
下
水
道
法
施
行
細
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
下
水
道
法
施
行
細
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
下
水
道
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
八
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
排
水
施
設
又
は
処
理
施

設
）

第
二
条
　
条
例
第
三
条
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
排
水
施
設
及

び
処
理
施
設
（
こ
れ
ら
の
施
設
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
。

一
　
排
水
管
そ
の
他
の
下
水
が
飛
散
し
、
及
び
人
が
立
ち
入
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
の
も
の

二

人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
部
分
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
部
分
を
流
下
す
る
下
水

の
上
流
端
に
お
け
る
水
質
が
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

イ
　
下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準

ロ
　
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

ハ
　
濁
度
が
二
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況
、
当
該
施
設
に
係
る
下
水
の
水
質

そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
、
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
十
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
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を
含
む
。）
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梨
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報
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四
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日
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外
第
五
十
八
号

水　曜　日



傷
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
可
撓と
う

継
手
又
は
伸
縮
継
手
の
設
置
そ
の
他
の
有

効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の
た
め
の
措
置

四

前
三
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
に
用
い
ら
れ
る
材
料
、
施
設
の
周
辺
の
地
盤
そ
の
他
の

諸
条
件
を
勘
案
し
て
、
前
条
に
規
定
す
る
耐
震
性
能
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
措

置

（
排
水
管
の
内
径
の
数
値
と
排
水
渠き
ょ

の
断
面
積
の
数
値
）

第
六
条
　
条
例
第
四
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
数
値
は
、
排
水
管
の
内
径
に
つ
い
て
は
百
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
（
自
然
流
下
に
よ
ら
な
い
排
水
管
の
内
径
に
あ
っ
て
は
、
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）、
排
水
渠き
ょ

の

断
面
積
に
つ
い
て
は
五
千
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

（
汚
泥
処
理
に
伴
い
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
）

第
七
条
　
条
例
第
五
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
排
気
の
処
理
設
備
の
設
置
そ
の
他
の
措
置

二

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
液
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
排
液
を
水
処
理
施
設
（
汚
泥
以
外
の
下
水
を
処
理
す
る
処
理
施
設
を
い

う
。）
に
送
水
す
る
導
管
の
設
置
そ
の
他
の
措
置

三

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
残
さ
い
物
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
残
さ
い
物
の
飛
散
及
び
流
出
を
防
止
す
る
覆
い
の
設
置
そ
の
他
の

措
置

（
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
係
る
措
置
）

第
八
条
　
条
例
第
七
条
第
六
号
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
号

山
梨
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五

条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
号
様
式
中
「
第
５
条
第
１
項
」
を
「
第
６
条
第
１
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
号
様
式
中
「
第
５
条
第
２
項
」
を
「
第
６
条
第
２
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
号
様
式
中
「
第
６
条
第
１
項
」
を
「
第
７
条
第
１
項
」
に
、
「
当
該
」
を
「
届
出
に
係
る
」

に
改
め
る
。

第
十
六
号
様
式
中
「
あ
っ
た
」
を
「
あ
つ
た
」
に
、「
第
６
条
第
１
項
」
を
「
第
７
条
第
１
項
」
に

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
十
日

二

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番 「

第
５
条
第
１
項
」

「
第
５
条
第
２
項
」

「
第
６
条
第
１
項
」

「
あ
っ
た
」

「
第
６
条
第
１
項
」

「
第
６
条
第
２
項
」

「
第
７
条
第
１
項
」

「
あ
つ
た
」

「
当
該
」
「
届
出
に
係
る
」

「
第
６
条
第
１
項
」

「
第
７
条
第
１
項
」


